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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本ねじ研究協会 

（JFRI）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS B 1054-1:2001 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 1054 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 1054-1 第 1 部：ボルト，小ねじ及び植込みボルト 

JIS B 1054-2 第 2 部：ナット 

JIS B 1054-3 第 3 部：引張力を受けない止めねじ及び類似のねじ部品 

JIS B 1054-4 第 4 部：タッピンねじ 
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日本工業規格       JIS 
 B 1054-1：2013 
 (ISO 3506-1：2009) 

耐食ステンレス鋼製締結用部品の機械的性質－ 
第 1 部：ボルト，小ねじ及び植込みボルト 

Mechanical properties of corrosion-resistant stainless steel fasteners- 
Part 1: Bolts, screws and studs 

 
序文 

この規格は，2009 年に第 2 版として発行された ISO 3506-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格の附属書 JA は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，10 ℃～35 ℃の環境温度範囲で試験したときの，オーステナイト系，マルテンサイト系及

びフェライト系耐食ステンレス鋼製ボルト，小ねじ及び植込みボルトの機械的性質について規定する。機

械的性質は，この環境温度より高い温度又は低い温度では変化する。 

この規格は，次のボルト，小ねじ及び植込みボルトに適用する。 

－ ねじの呼び径 d が，39 mm 以下のもの 

－ JIS B 0205-1 による一般用メートルねじで，ねじの呼び径とピッチとの組合せが JIS B 0205-2 及び JIS 

B 0205-3 によるもの 

－ 任意の形状 

この規格は，溶接性能などの特殊な性質が要求されるボルト，小ねじ及び植込みボルトには適用しない。 

注記 強度区分に関する機械的性質の要求事項を全て満たしている場合には，この規格の鋼種区分及

び強度区分の表し方の体系は，この規格で規定する範囲外の寸法（例えば d＞39 mm）に対し

ても適用することができる。 

この規格は，特定の環境における耐食性又は耐酸化性については規定しないが，特定の環境で用いる材

料についての幾つかの情報を，附属書 E に示す。腐食及び耐食性に関する定義は，ISO 8044 を参照。 

この規格の目的は，耐食ステンレス鋼製おねじ部品 1)を幾つかの強度区分に分類することである。材料

の中には，大気中で－200 ℃までの低温又は 800 ℃までの高温で使用できるものがあるため，機械的性質

に与える温度の影響に関する情報を，附属書 F に示す。 

注 1) この規格では，ボルト，小ねじ及び植込みボルトを総称する場合に，“おねじ部品”という用語

を用いる。 

高温又は氷点下の温度で使用する場合，耐食及び耐酸化性能並びに機械的性質については，それぞれの

特殊な使用条件に合うように受渡当事者間の協定によることができる。高温域における炭素含有量に依存

する粒界腐食の危険の度合いを，附属書 G に示す。 

 


